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東
山
町
の「
第
20
回
磐
井
清
水
若

水
送
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
は

元
旦
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
水
は
、
元
日
の
早
朝
に
く
む
水
の

こ
と
。
藤
原
秀ひ

で
ひ
ら衡

公
が
元
旦
に
磐
井

清
水
の
若
水
を
く
ま
せ
、
奈
良
坂
峠
、

東
岳
峠
を
越
え
て
、
柳
之
御
所
ま
で
手

送
り
で
届
け
さ
せ
た
と
い
う
故
事
を

再
現
し
た
も
の
で
、
今
回
が
20
回
目
。

平
泉
の
世
界
遺
産
登
録
も
併
せ
た
記

念
大
祭
と
な
り
ま
し
た
。　

　

年
が
明
け
た
午
前
１
時
す
ぎ
、
勝

部
修
市
長
を
は
じ
め
参
加
者
２
２
０

人
が
東
山
町
松
川
の
磐
井
清
水
に
集

合
。
20
回
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た

歌
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
た
後
、
松
川

小
１
年
の
新
田
礼
君
と
父
親
の
勇
さ

ん（
43
）
が
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で

若
水
を
く
み
、
出
発
し
ま
し
た
。

　

星
空
の
下
、
桧ひ

笠が
さ

と
白
装
束
姿
の
一

行
は
、
ち
ょ
う
ち
ん
の
明
か
り
を
頼
り

に
約
20
キ
ロ
の
道
の
り
を
進
み
ま
す
。

途
中
、
甘
酒
な
ど
で
体
を
温
め
な
が

ら
、
一
度
も
お
け
を
地
面
に
つ
け
る
こ

と
な
く
、
午
前
７
時
す
ぎ
、
無
事
中
尊

寺
に
到
着
。
震
災
か
ら
の
復
興
と
今

年
一
年
の
幸
せ
を
願
い
、
若
水
を
山
田

俊し
ゅ
ん
わ和

貫か
ん

首す

に
献
上
し
ま
し
た
。

　

礼
君
は「
水
は
重
か
っ
た
け
ど
、
頑

張
っ
て
く
み
ま
し
た
」
と
に
っ
こ
り
。

勇
さ
ん
は「
20
回
の
節
目
に（
若
水
を

く
む
）
大
役
を
任
せ
ら
れ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
今
年
は
多
く
の
人

に
平
穏
で
幸
せ
な
一
年
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中尊寺金色堂まで若水を送る
COVER★第20回磐井清水若水送り

撮影日　１月１日　場所　平泉町内の県道110号
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いちのせきの広報誌

中東北の拠点都市一関の
元気を発信するマガジン

Chinoseki

藤原氏の盛時、

元旦には必ずこの泉より新水を汲
く

みしという。

この泉の西に手繰坂と言う坂ありて、

毎年元旦に村の若者達坂の上に並び立ち、

新水を左右の手から手へと受け渡し、

平泉府まで運びしという。

Stylish & Smiling,Anytime,Anything,By Your Side,With Your Life
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（仙台府岡修天爵撰文並書から）


